
（単位：円）

国庫補助額
（C)

交付金充当額
（D)

その他
（E)

1
通常分
（単独）

臨時休業対策昼食費
支援事業

①臨時休業による保護者の負担軽減を図るため、経済的な理由により就学が困難な
児童生徒等に対し、県と連携して学校給食費相当額を補助する。
②学校給食費相当額
③
【準要保護児童生徒】
　小学生14人　中学生9人
　14人×240円×50日間＝168千円
　9人×285円×50日間≒129千円
【特別支援学級児童生徒】
　小学生4人　中学生3人
　4人×120円×50日間＝24千円
　3人×142.5円×50日間≒22千円
　計343千円
④準要保護児童生徒、特別支援学級児童生徒

97,536 97,536 0 50,000 47,536 0 R2.4.1 R2.11.16

■令和2年4月、５月に町内小中学校が臨時休業し、
学校給食を中止したことにより、発注済であった食
材等のうちキャンセルができなかった食材代分を対
象者に補助した。

　・対象者　28名
　・補助金額　97,536円
　　（うち県費　46,265円）

　昼食代補助として学校給食費相当額を支給
することで、新型コロナウイルスによる学校臨
時休業に伴う保護者の経済的負担の軽減に
繋がった。

教育課

2
通常分
（単独） 雇用維持助成金事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、休業等を余儀なくされた事業所の雇用
維持を図るため、助成金を支給するもの。
②③
【国の助成率9/10の場合】（従業員を解雇しない場合）
　8,330円×25人×90日×1/18≒1,000,000円
　※雇用保険被保険者でない労働者も対象
④国の雇用調整助成金等の支給決定を受けた町内中小企業事業者

618,191 618,191 0 583,875 34,316 0 R2.5.7 R3.7.15

■感染症の影響に伴う休業により、国の雇用調整助
成金の支給決定を受けた中小企業者に、休業手当額
の上乗せ助成を行った。

　・支給事業者数　1事業者
　・助成額　618,191円

　国の雇用調整助成金の支給決定を受けた事
業者に対し、上乗せ支給として適切に支援す
ることで、事業者の事業継続につながった。

観光戦略課

3
通常分
（単独） 感染予防対策事業

①②―
③【1次申請分：5,341千円】
マスク、ハンドジェル、消毒液、防護服、保護メガネ、フェイスシールド、
患者輸送隔離カバー、救急車オゾン除菌装置等
【2次申請分：4,287千円】
消毒液、ハンドジェル、ペーパータオル、アクリルスタンド、N95マスク、
オゾンガス発生装置等
④―

9,485,346 9,485,346 0 9,450,000 35,346 0 R2.5.27 R3.3.31

■町内公共施設及び避難所運営において新型コロ
ナウイルス感染症対応に必要な消毒液等の感染症対
策用品を購入し、各施設に配備することで、感染症
拡大防止を図った。

　・消耗品費（マスク、ハンドジェル、消毒液、保護メ
ガネ等）　4,097,546円
　・備品購入費（患者輸送隔離カバー等）
5,387,800円

　各公共施設、災害時での避難所施設に感染
防止用品を設置し、利用者の感染防止に努め
た。
 感染防止用品は、施設利用者の目に付きやす
い施設の出入り口に設置したことにより、利
用者は必ず手指消毒等を行い施設を利用し
た。また、施設の出入り口では、消毒等を行う
ことが習慣となり、住民の感染防止に対する
意識が向上した。

消防防災課

4
通常分
（単独） 備蓄物資購入事業

①②―
③【1次申請分】　1,859,750円
・赤外線式体温計の整備（開設避難所（風水害）16箇所×2個＋開設避難所（地震）3
箇所×1個）
　10,000円×35個（4支所分）＝350,000円
・避難所内空間確保用テントの整備（開設避難所（風水害）16箇所×2個＋開設避難
所（地震）3箇所×1個）
　21,450円×35個（4支所分）＝750,750円
・消毒液（ハンドジェル）（開設避難所（風水害）16箇所×8個＋開設避難所（地震）3箇
所×4個＋総合支所4箇所×10個）
　1,650円×180本＝297,000円
・マスク（職員、避難者、福祉・医療施設、学校等備蓄用）
　500人×20日分   46.2円×10,000枚＝462,000円
 【2次申請分】 2,923,061円
・消毒液(10L)　4,378円×８箱＝35,024円
「避難所分」４支所×２箱＝８箱
・手指消毒液本体　1,870円×69個＝129,030円
「避難所分」　23箇所×３個＝69個
・ペーパータオル(200枚入り)　128円×138袋＝17,664円
「避難所分」　23箇所×6袋＝138袋
・ポリエチレン手袋(100枚入り)　297円×69箱＝20,493円
「避難所分」　23箇所×３箱＝69箱
・ハンドソープ本体　　528円×80個＝42,240円
「避難所分」　69個(23箇所分)+11個(隔離者用)＝80個
・アコーディオンブース　4,950円×486個+88,000円(送料)＝2,493,700円
「避難所分」　23箇所×3個＝69個
・簡易防護服３点セット　880円×207着＋2,750（送料）円＝184,910円
「避難所分」　23箇所×３日×３着＝207着
④―

4,767,191 4,767,191 0 4,750,000 17,191 0 R2.5.27 R3.3.31

■町内公共施設及び避難所運営において新型コロ
ナウイルス感染症対応に必要な消毒液等の感染症対
策用品を購入し、各施設に配備することで、感染症
拡大防止を図った。

　・消耗品費（マスク、ハンドジェル、体温計、アコー
ディオンブース等）　4,767,191円

　災害時、避難所での新型コロナウイルス感染
症の感染防止対策を進めるため、感染防止に
関わる物資の充実が図れた。
　また、各施設に配備することで、利用者に対
して日常における感染拡大防止対策を図るこ
とができた。

消防防災課

補助対象外経費
（A)-(B)

令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　実施状況・効果検証

実施期間

事業開始
年月日

事業完了
年月日

実施状況（実績） 効果検証（成果） 担当課通番
交付金
種別

交付対象事業の名称

　事業の概要
　　　①目的・効果
　　　②交付金を充当する経費内容
　　　③積算根拠（対象数、単価等）
　　　④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

総事業費
（A)

補助対象事業費
（B)＝（C)+（D)+（E)

事業費



5
通常分
（単独） 備蓄物資購入事業

①―
②―
③
・段ボールベッド（体調不良者避難所4箇所×5個）
　10,120円×20個＝202,400円

計202,400円
④―

202,400 202,400 0 200,000 2,400 0 R2.5.27 R2.6.19
■避難所での感染拡大防止対策を進めるため、災害
時の備蓄品として、段ボールベッドを購入した。
　・備品購入費　204,000円

　災害時に避難所で、感染症対策を円滑に行
える体制づくりを進めることができた。

消防防災課

6
通常分
（単独）

子育て応援給付金事
業

①臨時休校等により家計負担が増加する子育て世帯への生活支援
②児童手当受給者　1人につき2万円
③
　事業費補助金：10,400千円
　（20千円×520人＝10,400千円）
　事務費：503千円
④児童手当受給世帯

10,769,871 10,769,871 0 10,700,000 69,871 0 R2.5.27 R2.12.18

■臨時休校等により家計負担が増加する子育て世
帯への生活支援として、児童手当受給対象者1人あ
たり２万円を支給した。

　・補助金　対象者519人×２万円＝10,380,000
円
　・事務費　389,871円
　　　人件費　187,000円
　　　消耗品費（コピー代等）　49,445円
　　　印刷製本費（封筒代）　16,500円
　　　通信運搬費（郵便代）　38,916円
　　　手数料（振込手数料）　98,010円

　新型コロナウイルス感染症の影響による臨
時休校等で家計負担が増加する子育て世帯
の負担を軽減することができた。

住民課

7
通常分
（単独）

中小企業応援給付金
事業

①持続化給付金の対象とならない事業者の内、売上が前年同月比20％以上～50％
未満減少した事業者に対して応援給付金を支給
②③持続化給付金の対象外で売上減少の影響を受けている事業者
　法人20～29％減　1件　   300千円
　法人30～39％減　5件　1,841千円
　法人40～49％減　1件　   349千円
　個人20～29％減　7件   　911千円
　個人30～39％減　7件　1,273千円
　個人40～49％減　3件　   619千円
④町内中小企業者等

5,293,000 5,293,000 0 5,250,000 43,000 0 R2.5.27 R3.1.25

■持続化給付金の対象とならない町内中小企業者
等に、１事業者あたり最大５０万円の応援給付金を支
給した。

　・対象事業者等　24事業者
　・支給金額　5,293,000円

　売上減少等により新型コロナウイルス感染
症の影響を受けた町内事業者に対し、適切に
支援することで、町内事業者の事業継続につ
ながった。

観光戦略課

8
通常分
（単独）

飲食店応援スタンプ
カード事業

①経営が悪化している町内飲食店の利用促進及び、上島町商品券支給による他店舗
への波及効果を図る。
②町内飲食店を10千円分利用で2千円の商品券を支給
③2千円商品券×スタンプカード10,585枚＝21,170千円
④町内飲食店利用者

21,170,000 21,170,000 0 21,150,000 20,000 0 R2.5.27 R3.3.31

■町内飲食店の利用者にスタンプカードを発行し、
10,000円の利用に対して、2,000円分の商品券
を発行することで、飲食店の利用を促進した。

　・委託料（委託先：上島町商工会）　21,170,000
円

　新型コロナウイルス感染症の影響により、苦
境に立たされている町内飲食店の利用を促進
するとともに、町内飲食店利用金額に応じて
商品券を発行することで、町内飲食店以外の
商店の利用促進を図ったことで、町内経済の
落ち込みを軽減し、町内の活気を保てた。

観光戦略課

9
通常分
（単独）

宿泊事業者応援割事
業

①新型コロナウイルス感染症の収束を見据え、観光需要喚起及び地域の活性化を図
る。
②町内宿泊事業者を利用する観光客を対象に、宿泊料の1/2（上限5千円）を補助。
（Go Toキャンペーン対象者を除く）
③75人×8ヶ月×5千円＝3,000千円
④町内の宿泊事業者（公共宿泊施設を除く）

2,795,513 2,795,513 0 2,750,000 45,513 0 R2.7.1 R3.3.31

■町内宿泊事業者を利用する観光客を対象に、宿泊
料の1/2（上限5千円）を補助し、観光需要の喚起を
図った。

　・対象施設　８施設
　・宿泊事業者への支援金　2,795,513円

　新型コロナウイルス感染症の影響による不
要不急の外出の自粛等の影響により、観光客
が減少し宿泊者数が大幅に減少している宿泊
事業者に対し、町独自の割引制度を実施する
ことにより、町内宿泊事業者・町内観光への誘
客促進を図れた。

観光戦略課

10
通常分
（単独）

感染拡大防止協力宿
泊事業者支援事業

①宿泊予約者への延期・キャンセル対応により新型コロナウイルス感染症の拡大予防
に協力をいただいた宿泊事業者に対しての支援。
②宿泊予約延期等協力金
期間中の予約延期・キャンセルについて5千円/泊で上限100千円の協力金を支給。
③5千円/泊×20泊×10事業者＝1,000千円
④町内宿泊事業者（三セク除く）

480,000 480,000 0 450,000 30,000 0 R2.5.27 R2.8.17

■宿泊予約者への延期・キャンセル対応により新型
コロナウイルス感染症の拡大予防に協力をいただい
た宿泊事業者に対して、協力金を支給した。

　・対象施設　５施設
　・支給金額　480,000円

　新型コロナウイルス感染症流行の初期段階
で、町内への持ち込みを防ぐため、宿泊事業
者自らが予約者に対し延期やキャンセルの依
頼等を行った場合に、協力金を支給すること
で、町内へのウイルス持ち込みの機会を減少
させ、感染の拡大防止を図ることができた。

観光戦略課



11
通常分
（単独） 就学援助給付金事業

①準要保護児童生徒及び特別支援学級児童生徒を対象に臨時休校中の経済的負担
を軽減するため。
②対象児童生徒一人につき2万円
③
【準要保護児童生徒補助】
小学生14人　中学生9人　計23人
23人×20千円（１月あたり）×1回＝460千円
【特別支援教育就学奨励費補助】
小学生4人　　中学生3人　計7人
7人×20千円（１月あたり）×1回＝ 140千円
④準要保護児童生徒及び特別支援学級児童生徒

500,000 500,000 0 500,000 0 0 R2.4.1 R2.7.27

■臨時休校中の経済的負担を軽減するため、準要保
護児童生徒及び特別支援学級児童生徒を対象に、対
象児童１人あたり２万円を補助した。

　・対象者　25名
　・補助金額　500,000円

　早期に支給（R2年7月）したことで、新型コ
ロナウイルスによる学校臨時休校中に伴う保
護者の負担軽減につながった。

教育課

12
通常分
（単独）

GIGAスクール庁内
ネットワーク等整備事
業

①GIGAスクール構想実現のため、町単独事業として校内通信ネットワーク環境を一
括管理するため整備するもの
②ネットワーク整備費用
③
・機器費1,533千円
（ルーター２台、認証サーバー2台、無線コントローラーライセンス11本）
・SE費6,079千円
（ネットワーク全体設計、既存ネットワーク機器設定変更、新規ネットワーク機器導入、
サーバー構築、諸経費等）
④―

7,370,000 7,370,000 0 7,350,000 20,000 0 R2.12.24 R3.3.30
■GIGAスクール構想実現のため、校内通信ネット
ワーク環境を一括管理するため整備した。
　・ネットワーク整備費　7,370,000円

  令和３年度の１人１台端末を利用した教育活
動を進めるあたり、校内のネットワーク環境を
整備し、全児童生徒がいつでもどこでも学べ
る環境が整った。

教育課

13
通常分
（単独）

GIGAスクール端末整
備事業

①GIGAスクール１人１台端末整備のため
②国庫補助額の上限（4.59万円※）を超える上乗せ単独経費
　国庫補助対象以外の地方単独分の買換え経費
　※へき地学校のため２％（900円）の加算あり
③
10,843,800（補対事業費）－9,730,000（補助）＝1,113,800円
328台（全体数）－212台（補助）＝116台（単独分）
51,150円×116台＝5,933,400円
④―

16,777,200 16,777,200 0 7,000,000 9,777,200 0 R2.8.24 R3.3.26

■GIGAスクール構想の早期実現に向けた、児童生
徒１人１台端末を整備した。

　・端末購入費　14,612,400円
　・設置、設定作業費　2,164,800円
　　（うち県費　9,444,000円）

　令和３年度の１人１台端末を利用した教育活
動を進めるあたり、全児童生徒分の端末（ク
ロームブック）を整備し、ＩＣＴを効果的に取り
入れることで授業の質の向上及び確かな学力
の向上につながった。

教育課

14
通常分
（単独） 航路事業者応援事業

①―
②―
③1事業者当たり500千円×5事業者
前年同期（4月又は5月）に比較して事業収入が1割以上減少している航路事業者
④上島町に寄港する航路事業者（公営、三セク除く）

2,500,000 2,500,000 0 2,500,000 0 0 R2.5.27 R2.7.15

■前年同期（4月又は5月）と比較して事業収入が1
割以上減少している航路事業者に対して、助成を
行った。

　・対象事業者　５事業者
　・支給金額　2,500,000円

　新型コロナウイルス感染症の拡大に起因し
て、利用者が減少し、厳しい経営環境に直面し
ている航路事業者に支援を行うことにより、
航路事業の継続及び、住民の生活の足を確保
することができた。

公営事業課

15
通常分
（単独） 子育て生活支援事業

①新型コロナウイルス感染症が住民生活にもたらす影響が長期化することが見込ま
れるため、国の特別定額給付金の交付対象とならなかった令和2年4月28日以降に
生まれた子どもの世帯を対象に、子育て世帯への生活応援として、子ども1人あたり
10万円を支給する。
②③郵便代94円×25人×2回＝4,700円、補助金100,000円×25人＝
2,500,000円
④令和2年4月28日～令和3年3月31日に出生した子がいる世帯

2,005,000 2,005,000 0 2,000,000 5,000 0 R2.10.12 R3.3.31

■国の特別定額給付金の対象とならない新生児（令
和2年４月２８日以降出生）のいる子育て世帯の生活
を支援するため、新生児1人あたり10万円を支給し
た。

　・給付金　100,000円×20人＝2,000,000円
　・通信運搬費（郵便代）　5,000円

　令和２年度に生まれた新生児を町独自で給
付の対象とし、子育て世帯の負担を軽減する
ことができた。

住民課

16
通常分
（単独）

福祉施設・医療機関感
染予防対策事業

①第2波の感染拡大に備え、福祉施設・医療機関に新型コロナウイルス感染症対策経
費として、1事業所あたり10万円助成する。（町営は除く。）
②③
福祉施設：8事業所
医療機関：医院1、診療所1、歯科2
　※12施設×100,000円=1,200,000円
④福祉施設、医療機関

1,300,000 1,300,000 0 1,200,000 100,000 0 R2.10.19 R3.3.25

■福祉施設・医療機関に新型コロナウイルス感染症
対策経費として、1事業所あたり10万円を助成し
た。

　・補助金　100,000円×13施設＝1,300,000
円
　（福祉施設：８事業所、医療機関：５機関）

　福祉・医療施設における感染症対策用品の
購入等の一助となり、町内の医療・福祉・医療
施設の感染の抑制が図れた。

健康推進課



17
通常分
（単独） 高齢者生活支援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、R２年度の敬老会が中止となったため、
対象の高齢者（75歳以上）１人当たりに3,000円の商品券を助成することにより、
高齢者の生活支援及び、地元商店の活性化を図る。
②③75歳以上高齢者　1724人×3,000円=5,172,000円
郵送代　400円×1724人=689,600円
合計　5,861,600円
④75歳以上高齢者

5,652,654 5,652,654 0 5,650,000 2,654 0 R2.8.11 R2.11.30

■R２年度の敬老会が中止となったため、対象の高
齢者（75歳以上）１人あたり3,000円の商品券を配
布した。施設入所者へは、記念品（タオル等）を配布
した。

　・商品券代　4,845,000円
　・記念品代    212,450円
　・郵便代　     595,204円

　対象の高齢者に上島町商品券を配布するこ
とで、生活支援はもとより、コロナの影響で外
出を控えがちだった高齢者の方々の活動意欲
が高まり、地元商店とのコミュニケーションも
深まるなどの相乗効果があった。

健康推進課

18
通常分
（単独）

新型コロナウイルス感
染症対策選挙運営事
業

①10月25日(日)執行予定の上島町長選挙・上島町議会議員選挙において有権者が
安心して投票できるよう、投票所等での感染予防や蔓延防止のための対策に取り組
むもの。
②投票所及び開票所における必要物品の購入(1,811,376円)、選挙期間中に投票
所でのコロナ対策に従事する職員の人件費等(599,000円)
③　【投票所補助員(パートタイム会計年度任用職員)関係】
12名(４庁舎に各３名)　10/21(水)～10/25(日)の５日間
報酬(時間外含む) 590,000円
通勤費用弁償　9,000円
　【投票所・開票所物品関係】
アクリルパーテーション(＠9,350円) 100個=935,000円
消毒用ハンドジェル(＠1,650円)100本＝165,000円
消毒液(＠4,378円)5箱(１箱10ℓ)＝21,890円
ペーパータオル(＠5,177円)２箱(１箱30パック)＝10,354円
ビニール手袋(＠200円)200箱(１箱100枚)＝40,000円
マスク(＠47円)3,000枚＝141,000円
非接触体温計(＠10,000円)10個＝100,000円
蓋つきごみ箱(＠2,072円)10個＝20,720円
ビニールシート(＠25,960円)４巻＝103,840円
ポール・スタンドセット(＠43,780円)3セット＝131,340円
フェイスシールド(＠165円)300個＝49,500円
鉛筆(＠792円)×65ダース＝51,480円
SDI/HDMI変換機(＠9878円)×２個＝19,756円
ＢＮＣ付同軸ケーブル50ｍ(＠16,280円)×１巻＝16,280円
ＢＮＣ付同軸ケーブル10ｍ(＠4,136円)×１巻＝4,136円
HDMIケーブル３m(＠1,080円)×１本＝1,080円
計　1,811,376円
④－

1,792,911 1,792,911 0 1,750,000 42,911 0 R2.8.7 R2.11.18

■上島町長選挙・上島町議会議員選挙において有権
者が安心して投票できるよう、投票所等での感染予
防や蔓延防止のための対策を行った。

　・人件費（投票所補助員）　147,642円
　・消耗品費（消毒液、アクリルパーテーション等）
　1,645,269円

　投票所の消毒を行う投票補助員の配置や、
パーテーション等の感染対策により安心して
投票できる環境を構築でき、従来並みの投票
率を維持することができた。
【投票率】
H28年町長選挙84.76％、町議選84.80％
R　2年町長選挙85.59％、町議選85.59％

総務課

19
通常分
（単独）

Web会議システム購
入事業

①新型コロナウイルス感染抑制のため、出張等が控えられてオンライン会議・講義が
今後の標準となる中、専用のWeb会議システムを構築する。
　専用のWeb会議システムを構築することで、画質・音質の劣化を抑えた快適な会議
の実現、複数人でのWeb会議への参加が行えるようにする。
　また、コロナ後の移住相談増加を見越して、Web会議システムを構築し、容易に相
談が行える環境を整備する。
②庁内５か所に専用のWeb会議システム及び回線（Wi-Fi）を構築
③機器購入費用:5,304,000円　Wi-Fi設置費用:521,000円
④－

4,770,150 4,770,150 0 4,750,000 20,150 0 R3.1.30 R3.11.1

■新型コロナウイルス感染抑制のため、オンライン会
議や打合せが行える、専用のWeb会議システムを構
築した。

　・Web会議システム備品購入費　4,400,000円
　・Web会議システム用Wi-fi設置工事　370,150
円

　web会議システムを導入したことにより、人
と人との接触の機会を減らすだけでなく、距
離の関係から出席できなかった会議に参加で
きるようになった。また、大型モニターの導入
により、複数人でのオンライン会議も可能とな
り、各種会議、研修等の実施が容易となった。

企画情報課

20
通常分
（単独）

体育館Ｗｉ-Ｆｉ環境整備
事業

①弓削中学校が授業等で使用する弓削町民体育館及び岩城中学校が授業等で使用
する岩城開発センター体育館については、学校施設ではないため、ＧＩＧＡスクール構
想公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金の対象とならないが、校内Ｌ
ＡＮ整備に合わせ、工事を行い、中学校で使用する体育館においても、Ｗｉ-Ｆｉ環境を
整備し、授業で活用するため。
②体育館のＷｉ-Ｆｉ配線工事
③4,666,929円
・アクセスポイント　131,355円×4か所×2施設＝1,050,840円
・光ケーブル　900円×500ｍ×2施設＝900,000円
・成端抵抗　30,000円×2か所×2施設＝120,000円
・光成端箱　100,000円×1面×2施設＝200,000円
・無線ＡＰ　143,840円×4台×2施設＝1,150,720円
・給電スイッチ16ポート　228,400円×1台×2施設＝456,800円
・その他諸経費　364,303円
　消費税　424,266円
④－

4,180,000 4,180,000 0 4,150,000 30,000 0 R2.10.21 R3.3.11

■弓削中学校が授業等で使用する弓削町民体育館
及び岩城中学校が授業等で使用する岩城開発セン
ター体育館について、校内LAN整備に合わせて、
Wi-Fi環境を整備した。
　・Wi-Fi環境整備工事　4,180,000円

　災害や感染症の発生等による学校の臨時休
業等の緊急時や、体育館のような密を避けや
すい環境が必要な際でも、ICTの活用により
全ての子供たちの学びを保障できる環境を整
備することができた。

教育課



21
通常分

（国補助）
学校保健特別対策事
業費補助金

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業）
①小・中学校において、感染予防の徹底を図るため、感染防止用の備品等の購入及
び遠隔合同事業を実施するための経費。
②③
【補助対象事業費8,497千円×1/2≒補助金3,500千円】
●遠隔合同授業用機器整備事業
1校当たり398,200円×5校=1,991,000円
　・スクリーン　55,550円×１台
　・マイク・スピーカー　 132,000円×１台
　・拡張マイク　33,000円×３台
　・スピーカー2台セット　66,330円×１台
　・Webカメラ　13,750円×１台
　・HDMI分離機 　17,820円×１台
　・配線一式 　13,750円×１式
魚島小中231,880円
 　・スクリーン　55,550円×１台
　・マイク・スピーカー　 132,000円×１台
　・Webカメラ　13,750円×１台
　・HDMI分離機 　17,820円×１台
　・配線一式　12,760円×１式
合計　2,222,880円
●小中学校感染予防対策事業
・扇風機　5,060円×74台＝374,440円
　（各学校普通教室×2台、職員室2台、多目的用2台）
・業務扇風機　8,030円×4台×4か所（小学校体育館）＝128,480円
・網戸　＠10,679円×327枚≒3,492,060円
・水道レバーハンドル　1,375円×320個＝440,000円
・サーマルカメラ　223,850円×6校＝1,343,100円
・消毒液（10Ｌ）　4,378円×150個＝656,700円
・ハンドジェル（0.5ｌ）　1,650円×400個＝660,000円
・ペーパータオル（200枚）　132円×3,000個＝396,000円
・ハンドソープ（0.5L）2,420円×140個＝338,800円
合計　7,829,580円
④　－

7,012,060 7,012,060 3,500,000 3,500,000 12,060 0 R2.4.1 R3.3.31

■各小中学校において、新型コロナウイルス感染症
対策として、消毒液、手袋などの保健衛生用品や、換
気を徹底するためのサーキュレーターなどの備品を
整備するとともに、分散授業等のために必要な配信
用機器類などの備品を整備した。
　制度の趣旨に基づき、各学校へ要望調査を行い、
学校からの要望に基づき必要な物品等を整備した。

　・備品購入費　6,381,540円
　・消耗品費　630,520円
　　（うち国費　3,500,000円）

　感染症対策に必要な物品等を購入し、各学
校に配布することで、児童生徒が安心して学
ぶことのできる教育環境の整備につながっ
た。
　また、遠隔合同授業用機器を整備すること
により、学校間での遠隔合同授業や交流学習
の場を設けることが可能となり、教育活動の
継続と充実につながった。

教育課

22
通常分
（単独）

小中学校感染予防対
策事業

①小・中学校において、児童生徒および教員へ感染予防の徹底を図るため、感染防止
用の備品等を購入し、必要箇所へ設置する。
②学校保健特別対策事業費補助金のその他経費と補助対象外経費に充当
③その他経費と補助対象外経費（１校あたりの上限額100万円×1/2をこえる事業
費）　1,497＋1,555＝3,052千円
　
④－

1,022,450 1,022,450 0 1,000,000 22,450 0 R2.4.1 R3.3.31

■各小中学校において、新型コロナウイルス感染症
対策として、消毒液、手袋などの保健衛生用品や、換
気を徹底するためのサーキュレーターなどの備品を
整備するとともに、分散授業等のために必要な配信
用機器類などの備品を整備した。
　制度の趣旨に基づき、各学校へ要望調査を行い、
学校からの要望に基づき必要な物品等を整備した。

　・消耗品費　1,022,450円

　感染症対策に必要な物品等を購入し、各学
校に配布することで、児童生徒が安心して学
ぶことのできる教育環境の整備につながっ
た。

教育課

23
通常分
（単独）

公共施設感染予防対
策事業

①町が管理する各種公共施設等において、来場者及び職員の感染予防対策の徹底を
図るため、感染対策用の備品等を購入し、必要箇所へ設置する。
【対象施設】
いきなスポレク体育館、蛙石荘、弓削町民体育館、佐島体育館、生名体育館、長江体
育館、岩城開発総合センター
②③  合計　1,973,010円
・脚折りたたみ式テーブル　＠12,177円×25台＝304,425円
・業務用扇風機　＠8,030円×4台×7か所＝224,840円
・パーテーション　＠47,300円×3台＝141,900円
・ペダル式ゴミ箱大　＠6,028円×4か所＝24,112円
・ペダル式ゴミ箱中　＠3,597円×10か所＝35,970円
・ペダル式ゴミ箱小　＠3,212円×5か所＝16,060円
・手袋（ニトリル）M100枚入　＠1,749円×10袋＝17,490円
・手袋（ニトリル）L100枚入　＠1,749円×5袋＝8,745円
・透明マスク30枚入　＠6,732円×１箱＝6,732円
・ソフトマスク50枚入　＠660円×10箱＝6,600円
・消毒用アルコール5ℓ　＠2,200円×34本＝74,800円
・除菌ウエットシート30枚入　＠506円×30袋＝15,180円
・ドリンクピッチャー1.7ℓ　＠1,496×30本＝44,880円
・プールコースロープ2ｍ　＠12,800円×2本＝25,600円
・プールコースロープ5ｍ　＠22,000円×1本＝22,000円
・プールマット2ｍ　＠68,500円×3台＝205,500円
・置型クレベリン150ｇ　＠1,840円×30本＝55,200円
・蛙石荘換気機能向上改修工事費　742,976円
④－

1,377,794 1,377,794 0 1,350,000 27,794 0 R2.9.24 R3.3.26

■各種公共施設等において、来場者及び職員の感染
予防対策の徹底を図るため、感染対策用の備品等を
購入し、必要箇所へ設置した。

　・備品購入費（パーテーション等）　633,815円
　・消耗品費　334,779円
　・蛙石荘換気機能改修工事　409,200円

　感染防止に必要な衛生用品及び備品等を整
備し、各種公共施設等の感染防止対策を充実
させることができた。

教育課

24
通常分
（単独）

体育施設等感染予防
対策事業

①体育施設等利用者の安心・安全を確保するためトイレ使用時に可能な限り手で操
作することを避け、感染リスクを低減する。
②トイレ自動水洗化
③体育施設等トイレ　9箇所
　　手洗い　@69,300円×42基＝2,910,600円
　　小便器　@64,240円×32基＝2,055,680円
　合計　4,966,280円
④－

4,895,000 4,895,000 0 4,850,000 45,000 0 R2.12.1 R3.3.30
■体育施設利用者の感染症対策のため、トイレ内の
設備を自動水栓に改修した。
　・トイレ自動水栓化改修工事費　4,895,000円

　体育施設のトイレを整備することにより、手
指での操作を低減させ、感染防止対策を充実
させることができた。

教育課



25
通常分
（単独）

小中学校校務支援シス
テム導入事業

①社会全体において新しい働き方への変革が急務となる中、新型コロナウイルス対
策感染症予防対策も加わり、教職員の負担がますます増えた。そこで、教職員の負担
軽減等を図るとともに新しい学校の生活様式で校務を継続するため、教育支援体制
の整備を行う。
②上島町公立小中学校7校への校務支援システム導入整備費用
③対象校　小学校4校　中学校3校　計7校
校務支援システム導入分　32,120,000円
・仮想化基盤サーバー　13,645,000円
・バックアップサーバー　1,176,000円
・ネットワーク機器　3,411,000円
・無停電電源装置　1,138,000円
・KVM及び19インチラック　252,000円
・OS等ライセンス　5,150,000円
・導入作業費　7,348,000円
④―

32,120,000 32,120,000 0 32,100,000 20,000 0 R2.12.24 R3.3.30

■教職員の負担軽減等を図るとともに、新しい学校
の生活様式で校務を継続するため、校務支援システ
ムを導入し、教育支援体制の整備を図った。

　・校務支援システム導入費　32,120,000円

　校務支援システム導入により、事務処理の平
準化・効率化が図られ、教職員の負担軽減に
つながった。

教育課

26
通常分
（単独）

農業経営継続補助事
業

①新型コロナウイルス感染症の影響を克服するために、感染拡大防止対策を行いつ
つ、販路回復・開拓や事業継続・転換のための機械・設備の導入や人手不足解消の取
組を総合的に支援することによって、地域を支える農林業者の経営の維持を図る。
（国の事業の上乗せ事業）
②国の補助【補助率3/4　補助上限額100万円、プラス感染防止対策　補助上限額
50万円】の自己負担額の一部補助【1/2補助上限額100万円】を上乗せ
③100万円×4事業者＝4,000千円
④町内農業者（個人及び法人）
国の経営継続補助金に採択された方

3,531,000 3,531,000 0 3,500,000 31,000 0 R2.9.25 R3.2.28

■国の経営継続補助金に採択された町内農業者に
対し、自己負担額の一部を補助した。

　・支給件数　14件
　・支給金額　3,531,000円

　新型コロナウイルス感染症拡大による影響
を乗り越えるための、事業展開に向けた取り
組みに補助が行えた。
「今回購入した機材で、作業が楽になったので
継続的に農業を行える。」などの意見も聞かれ
た。

農林水産課

27
通常分
（単独）

漁業経営継続補助事
業

①新型コロナウイルス感染症の影響を克服するために、感染拡大防止対策を行いつ
つ、販路回復・開拓や事業継続・転換のための機械・設備の導入や人手不足解消の取
組を総合的に支援することによって、地域を支える漁業者の経営の維持を図る。（国
の事業の上乗せ事業）
②国の補助【補助率3/4　補助上限額100万円、プラス感染防止対策　補助上限額
50万円】以外の自己負担額の一部補助【1/2補助上限額100万円】を上乗せ
③100万円×1事業者＝1,000千円
④町内漁業者（個人及び法人）
国の経営継続補助金に採択された方

477,000 477,000 0 442,000 35,000 0 R2.9.25 R3.6.25

■国の経営継続補助金に採択された町内漁業者に
対し、自己負担額の一部を補助した。

　・支給件数　３件
　・支給金額　477,000円

　新型コロナウイルス感染症拡大による影響
を乗り越えるための、事業展開に向けた取り
組みに補助が行えた。
「今回購入した機材で、効率的に漁が行え
る。」などの意見も聞かれた。

農林水産課

28
通常分
（単独） 感染防止教育事業

①町内の自主防災組織等に対して、新型コロナウイルスに関する教育機会を設ける
ことで、正しい知識に基づいた感染症対策実施を推進する。
②CCP（コミュニティー継続計画）模擬訓練に係る業務委託料
③CCP模擬訓練委託料　343,750円×３回＝1,031,250円
（委託料内訳）
・CCP模擬訓練　11,000円×30人分＝330,000円
・資料代　165円×30人分＝4,950円
・交通費　8,800円
※自主防災組織役員や防災士等を対象に、１回につき30人程度を参加上限として実
施。
※弓削・生名・岩城地区において、各１回実施予定。
④－

957,000 957,000 0 950,000 7,000 0 R2.11.14 R3.3.24

■町内の自主防災組織等に対して、新型コロナウイ
ルスに関する教育機会を設けることで、正しい知識
に基づいた感染症対策実施を推進した。

　・委託料　957,000円

　町内の自主防災組織等に対して新型コロナ
ウイルスに関する知識を得る機会を設けるこ
とで、手指消毒、マスク着用と言った適切な対
応、対策を取れるようになった。

消防防災課

29
通常分
（単独） 防災倉庫整備事業

①避難所用備蓄品の増加に伴い、既存の保管スペースでの収納・管理が困難な状況
であるため新たに防災倉庫を設置し、適切な管理及び物資供給の体制を構築する。
②③災害対応消耗品　134千円
　  　防災倉庫設置工事　 7,238千円
　　  ハンドリフト　92千円
④－

7,734,200 7,734,200 0 7,450,000 284,200 0 R3.1.16 R3.3.26

■新たに避難所備蓄品用の防災倉庫を設置し、適切
な管理及び物資供給の体制を構築した。

　・防災倉庫設置工事　7,545,000円
　・パレット購入費　101,200円
　・ハンドリフト　88,000円

　感染症対策機材やそれに伴う消耗品並びに
備蓄品を分かり易い形で収納・管理すること
ができた。

消防防災課

30
通常分
（単独）

公共施設空調設備整
備事業

①上島町地域防災計画において避難所に指定されている弓削開発総合センターの
空調設備の高機能化及び未設置箇所への新規設置により、避難所（施設）の環境改
善、感染予防を図る。
②③
【弓削開発総合センター】
・図書室　478,280円×1台
・保健室　325,160円×1台
・産業研修室　468,149円×1台
・娯楽室　468,149円×1台
・ホール　529,980円×2台
合計　2,799,698円
④－

2,519,000 2,519,000 0 2,500,000 19,000 0 R2.10.30 R3.3.5

■上島町地域防災計画において避難所に指定され
ている、弓削開発総合センターの空調設備を改修
し、避難施設の環境改善及び感染症対策を講じた。

　・空調設備整備工事　2,519,000円

　空調設備の設置を行うことにより、室内の換
気量が増し、感染リスクを軽減することができ
た。また、災害時において、避難者が安全に滞
在する設備が確保されたことで、地域内の避
難体制がより強化され、非常時でも安心して
生活できる環境が整った。

総務課



31
通常分
（単独）

高齢者施設空調設備
整備事業

①上島町地域防災計画において避難所に指定されているデイサービスセンターの空
調設備の高機能化により、避難所（施設）の環境改善、感染予防を図る。
②③
【生名デイサービスセンター】
・機器設備費　20,087,100円
・機器据付工事　779,900円
・配管設備工事　1,430,000円
・撤去工事　660,000円
・諸経費　2,530,000円
合計　25,487,000円
④－

22,330,000 22,330,000 0 22,330,000 0 0 R3.2.26 R3.8.3

■上島町地域防災計画において避難所に指定され
ている、生名デイサービスセンターの空調設備を改
修し、避難施設の環境改善及び感染症対策を講じ
た。

　・空調設備整備工事　22,330,000円

　避難施設の環境改善及び感染症対策を講じ
ることで、地域住民及び利用者の感染リスク
を軽減するとともに、安心して施設を利用で
きるようになった。

健康推進課

32
通常分
（単独）

自転車等購入費補助
事業

①地域住民の免疫力向上及び健康増進を目的とし、屋外スポーツかつ新しい移動手
段として自転車の活用を推進するため、購入費の一部を補助する。
②自転車購入費補助
③スポーツ自転車
　・30,000円×10台=300,000円（町内店舗購入）
　・20,000円×5台=100,000円（町外店舗購入）
　E-BIKE又は電動アシスト付自転車
　・60,000円×15台=900,000円
　・40,000円×8台=320,000円
　ヘルメット
　・3,000円×36個=108,000円
④町内自転車保険加入者

2,038,300 2,038,300 0 1,700,000 338,300 0 R2.9.24 R3.3.15

■地域住民の免疫力向上及び健康増進を目的とし
て、スポーツ自転車やヘルメット購入費の一部を補
助した。

　・補助金額　2,038,300円
　　　スポーツ自転車　289,700円
　　　電動自転車・E-BIKE　1,693,100円
　　　ヘルメット　55,000円

　地域住民の免疫力向上及び健康増進、また
密を避ける新たな移動手段の確保として自転
車の購入を促進し、新型コロナウイルス感染
症の拡大防止、地域住民の健康維持につな
がった。

観光戦略課

33
通常分
（単独）

せとうち交流館図書管
理システム導入事業

①せとうち交流館が休館等で来館できなくなった場合、利用者が来館することなく
電話予約がスムーズに行えるようにパソコンで貸出・返却・蔵書検索等が行える図書
管理システムを導入する。
②③
システム入力作業報酬　　298千円
システム導入委託費　1,067千円
システム導入用PC　150千円
合計　1,515千円
④―

1,315,722 1,315,722 0 1,300,000 15,722 0 R2.8.7 R3.3.31

■せとうち交流館に、パソコンで貸出・返却・蔵書検
索等が行える図書管理システムを導入した。

　・システム導入委託費　1,067,165円
　・パソコン購入費　106,700円
　・人件費（システム入力作業員）　141,857円

　図書管理システムによる蔵書検索により、施
設滞在時間の減少、また非接触型の貸出シス
テムにより、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止を図ることができた。

観光戦略課

34
通常分
（単独）

レンタサイクル拡充事
業

①新型コロナウイルス感染症対策として国が提唱する新しい生活様式に配慮した、屋
外・非接触型の観光を振興するため、レンタサイクル拡充および利便性向上のための
ロッカー設置等を実施する。
②③
レンタサイクル用自転車購入　54台　   4,468千円
　・ジュニアクロス　12台
　・クロス　32台
　・E-BIKE　3台
　・電動自転車　7台
　・その他必要付属品等　54台分
レンタサイクル用保管庫設置　3箇所　  5,186千円
　・4,730,000円（弓削・生名・岩城地区）
　・456,000円　倉庫電気工事
コインロッカー設置　3箇所　  2,868千円
　・856,000円×3箇所＝2,568,000円
　・送料等　300,000円
エコバッグ購入　5,000個  1,465千円
　・293円×5,000個＝1,465,000円
④－

9,976,648 9,976,648 0 9,950,000 26,648 0 R2.9.24 R3.3.17

■新型コロナウイルス感染症対策として、屋外・非接
触型の観光を振興するため、各ターミナルのレンタ
サイクルの拡充を図った。

　・レンタサイクル用自転車購入　3,615,200円
　・レンタサイクル用ヘルメット購入　382,448円
　・レンタサイクル保管庫建設工事　4,700,000円
　・エコバッグ制作委託　1,279,000円

　新しい生活様式に配慮した観光を促進する
ため、レンタサイクル用自転車を増台し、レン
タサイクル利用者にオリジナルエコバッグをプ
レゼントするなどレンタサイクルの利用を促進
することで、屋外・非接触型の観光振興を図る
ことができた。

観光戦略課

35
通常分
（単独）

周遊コンテンツ制作事
業

①旅行連絡会が提唱する新しい旅行スタイルを実現するために、屋外を中心とした
周遊コンテンツを制作することで、感染リスクの少ない安心安全な地域滞在型の観
光を目指すとともに、自転車観光の推進も図る。
②③
　・アート作品制作委託　15,994千円
　・サイクリングコース案内看板制作委託　10,362千円
④－

26,356,000 26,356,000 0 26,356,000 0 0 R2.8.7 R4.3.31

■感染リスクの少ない安心安全な地域滞在型の観
光を目指すとともに、自転車観光の推進も図るた
め、周遊コンテンツ（アート作品、案内看板）を制作
し、町内の観光スポットに設置した。

 ・周遊コンテンツ制作費　26,356,000円

　町内の主要な島々にアート作品を点在させ
ることで、町内滞在時間の延長を促すととも
に、感染リスクの少ない自転車での屋外観光
を促すことで、新型コロナウイルス感染症の拡
大防止を図りながらも、ウィズコロナに向けた
新たな観光コンテンツの開発につながった。

観光戦略課



36
通常分
（単独）

観光プロモーション活
動事業

①国のGo To キャンペーン及び本町宿泊事業者応援割事業（本交付金活用事業）に
合わせ、様々な手法によりPR活動を実施することで、観光需要の喚起及び地域の再
活性化を図る。
②③
　【観光ガイドブック制作事業】　5,675千円
　【観光情報発信事業】　5,030千円
　・WEB掲載委託料　4,235千円
　・雑誌、Web掲載広告料　795千円
　【観光客情報発信推進事業】　3,355千円
　　町内の観光交流施設６か所にWi-Fi環境を整備し、
　　SNS等を通じた観光客からの情報発信を促す。
④－

13,199,000 13,199,000 0 13,185,000 14,000 0 R2.8.7 R3.10.29

■国のGo To キャンペーン及び本町宿泊事業者応
援割事に合わせ、様々な手法によりPR活動を実施
し、観光需要の喚起を図った。

　・観光ガイドブック印刷製本　1,287,000円
　・観光ガイドブック制作委託　3,607,000円
　・観光情報発信委託　4,235,000円
　・プロモーション活動広告料　770,000円
　・観光施設へのWi-Fi機器設置（6か所）
3,300,000円

　新型コロナウイルス感染症の影響により激し
く落ち込んだ観光業に対し、観光ガイドブッ
ク、広告掲載等を実施することで観光需要の
喚起を図ることができた。

観光戦略課

37
通常分
（単独）

新事業応援助成金事
業

①新しい生活様式に対応した新ビジネス（移動販売、アウトドア事業等）、イベント、体
験プログラムの展開に挑戦する取り組みを支援することにより、将来を見据えた経
済・観光振興の基盤構築を目指す。
②事業を実施する団体への助成金（10/10）
③
・新ビジネス　　　　  7件　13,533千円
・イベント　　　　　    2件　     980千円
・体験プログラム     3件      1,499千円
※事業を継続して実施するのに必要な物品等の購入費用が対象
④個人事業者、法人、NPO、任意団体

16,012,000 16,012,000 0 7,600,000 8,412,000 0 R2.8.7 R4.2.28

■新しい生活様式に対応した新ビジネス（移動販売、
アウトドア事業等）、イベント、体験プログラムの展開
に挑戦する事業者等へ支援を行った。

　・新ビジネス　７件　13,533,000円
　・イベント　２件　980,000円
　・体験プログラム　３件　1,499,000円

　観光需要の喚起のため、新しい生活様式に
対応した、各種コンテンツを開発する民間事
業者への支援を実施することで、観光業を中
心としたウィズコロナへの反転攻勢を図り、町
内での様々なお店の開店やアクティビティの
開発につながった。

観光戦略課

38
通常分
（単独） 屋外休憩所設置事業

①地元住民も観光客も安心して利用できる屋外休憩所（ベンチ等）を設置し、感染症
予防およびテイクアウト・デリバリーの推進を図る。
②ベンチ制作・設置に係る委託料
③設置場所：生名橋記念公園、港湾・漁港施設、松原海水浴場、積善山等
・ベンチデザイン　400千円
・ベンチ制作　　　30基×100千円＝3,000千円
・ベンチ設置　　　100千円
④－

3,249,360 3,249,360 0 3,183,125 66,235 0 R2.9.24 R3.8.16

■地元住民や観光客が安心して利用できる屋外休
憩所（ベンチ）を制作し、町内公共施設等へ設置し
た。

　・ベンチデザイン委託料　400,000円
　・原材料費　2,043,030円
　・消耗品費　6,330円
　・ベンチ制作手数料　800,000円

　町内でのテイクアウト等による観光客の食事
場所として、町内各所へ木製ベンチを設置す
ることにより、感染拡大防止を図ることがで
きた。

観光戦略課

39
通常分
（単独）

漁港・港湾施設使用料
減免事業

①経営が悪化している民間航路事業者等に対して、港湾、漁港施設の使用料を免除
し経営再建を図る。
②免除により減額した使用料に交付金を充て、施設の維持管理費として充当する。
③減免額　（漁港使用料60,335円、港湾使用料660,864円）
・減免対象期間：R2.4～R2.5
・想定件数：漁港使用料2件、港湾使用料5件
・前年同月比10％以上減の場合：免除
合計721,199円のうち、700,000円を施設維持管理費に充当
④町有の港湾、漁港施設を使用する民間航路事業者及び特殊施設を使用する事業
者。

720,864 720,864 0 700,000 20,864 0 R2.4.1 R2.9.14

■売上が前年度同月比10％以上減少している民間
航路事業者等に対して、令和２年４月、５月分の港
湾・漁港施設の使用料を免除した。

　・対象事業者（漁港施設）　1事業者
　・減免額（漁港施設）　60,000円
　・対象事業者（港湾施設）　５事業者
　・減免額（港湾施設）　660,864円

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴
う、不要不急の外出・移動の自粛により影響を
受け、売上が減少した定期航路事業者の施設
使用料を免除することで、事業継続を支援す
ることができた。

建設課

40
通常分
（単独）

農林水産物処理加工
施設整備事業

①新型コロナウイルス感染症の影響を克服するために、感染拡大防止対策を行いつ
つ、販路回復・開拓や事業継続・転換のための機械・設備の向上を行うことで地域を
支える農林水産業者の経営の維持を図る。
②③
農水産物処理加工施設冷凍機改修費負担金　10,175千円
※次世代につなぐ果樹産地づくり推進事業費補助金　3,083千円（1/3県補助）
※県補助金の要件として、実施主体は加工事業者のため負担金とした。
④第三セクター（㈱いわぎ物産センター）

10,175,000 10,175,000 0 7,050,000 3,125,000 0 R3.1.19 R3.3.22

■事業継続・転換のための機械・設備の向上を行う
ことにより、農林水産業者の経営の維持を図るた
め、農林水産物処理加工施設の冷凍機改修を行っ
た。

　・負担金　10,175,000円
　　（うち県費　3,083,000円）

　農林水産物処理加工施設の冷凍機改修を行
うことにより、加工前の商品の冷凍保存の期
間が伸び、効率的に加工商品の製造が行えて
いる。

農林水産課

41
通常分
（単独） 観光環境整備事業

①令和3年度岩城橋開通に向けて、「新しい旅行スタイル」の実現のため観光環境整
備を図るもの。
本事業整備場所は、近隣に公共施設が無く公衆トイレや観光案内板も無いことから
岩城橋完成後に観光客が安心して島を周遊でき且つ3密を避けるべく環境整備を図
る。また、コロナ禍において、手洗いは感知式等の各種感染予防対策を施すことでコ
ロナ収束後の町の観光需要拡大に対応するもの。
②③
岩城幸峠トイレ整備工事　25,000千円
・トイレ整備工事　8,500千円
・汚水設備工事　3,300千円
・電気設備工事　1,000千円
・駐車場・観光案内板整備工事　1,500千円
・諸経費　10,700千円
④－

24,970,000 24,970,000 0 18,870,000 6,100,000 0 R3.3.2 R3.8.31

■町の観光需要拡大に対応するため、岩城橋の岩城
側の入口付近へ、感染予防対策を講じた公衆トイレ
を整備した。

　・トイレ整備工事　24,970,000円

　ウィズコロナの観光需要喚起に向けて、新た
な観光スポットである岩城橋の近くに公衆トイ
レ・観光案内板を整備することで、観光客に
とっての安心できる環境を整え、観光需要の
拡大を図れた。

観光戦略課



42
通常分
（単独）

避難施設感染症防止
対策事業

①地区管理集会所に対して、感染リスクを低減させるため衛生設備の整備を図る。
②③
トイレ洋式化　＠674,699円×6ヶ所＝4,048,194円
エアコン設置　＠365,820円×6ヶ所＝2,194,920円
自動水栓化　＠64,900千円×2ヶ所＝129,800円
計6,372,914円
※愛媛県避難施設感染防止対策支援事業費補助金　3,180千円（1/2県補助）
④地区管理集会所11ケ所

6,372,918 6,372,918 0 3,150,000 3,222,918 0 R3.1.6 R3.3.31

■地区管理集会所の感染リスクを低減させるため、
各自治会に対して、衛生設備の改修に係る費用を補
助した。

　・地区管理集会所　11箇所
　（弓削地区５箇所、生名地区２箇所、岩城地区４箇
所）
　・補助金額　6,372,918円
　　（うち県費　3,180,000円）

　災害時に避難所として活用される町内集会
所11箇所の感染防止対策工事（トイレ洋式化
による汚物飛散防止対策、エアコン設置によ
る空気清浄効果、自動水栓化による接触感染
回避対策）により、集会所の感染リスクを軽減
することができた。

住民課

43
通常分
（単独）

飲食店営業時間短縮
等協力金事業

【協力金事業】
愛媛県の営業時間短縮等の要請に応じた飲食店等に、協力金を給付し、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大を防止するとともに、事業者の経営継続を支援する。
●期間：令和3年4月26日から5月19日までの間
●要請内容：21時までの時間短縮要請（酒類提供20時30分まで）

①売上高方式
・前年度または前々年度の1日当たりの売上高が8万3,333円以下の店舗
　（平均）25千円×11店舗×24日＝6,600千円
・前年度または前々年度の1日当たりの売上高が8万3,333円以上25万円以下の
店舗
　（平均）33.5千円×2店舗×24日＝1,608千円
　計8,208千円

【事務費】
・事務委託費　95千円
・見回り活動 時間外勤務手当　44千円
　計139千円

8,347,650 8,347,650 0 6,705,639 1,642,011 0 R3.4.26 R3.8.5

■愛媛県の営業時間短縮等の要請に応じた飲食店
等に、協力金を給付し、新型コロナウイルス感染症の
拡大を防止するとともに、事業者の経営継続を支援
した。

　・実施期間　令和3年4月26日から5月19日
　・申請件数　13件
　・協力金　8,207,866円
　・事務費　139,784円

　愛媛県の要請に基づいた飲食店の営業時間
短縮等を実施した事業者に対し、協力金を支
給することで、新型コロナウイルス感染症の拡
大防止、飲食事業者の事業継続につながっ
た。

観光戦略課

44
通常分
（単独）

飲食店営業時間短縮
等協力金事業

【協力金事業】
愛媛県の営業時間短縮等の要請に応じた飲食店等に、協力金を給付し、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大を防止するとともに、事業者の経営継続を支援する。
●期間：令和3年5月20日から5月31日までの間
●要請内容：21時までの時間短縮要請（酒類提供20時30分まで）

①売上高方式
・前年度または前々年度の1日当たりの売上高が8万3,333円以下の店舗
　（平均）25千円×11店舗×12日＝3,300千円
・前年度または前々年度の1日当たりの売上高が8万3,333円以上25万円以下の
店舗
　（平均）30千円×2店舗×12日＝720千円
　計4,020千円

【事務費】
・事務委託費　48千円
・見回り活動 時間外勤務手当　19千円
　計67千円

4,086,564 4,086,564 0 3,282,361 804,203 0 R3.4.26 R3.8.5

■愛媛県の営業時間短縮等の要請に応じた飲食店
等に、協力金を給付し、新型コロナウイルス感染症の
拡大を防止するとともに、事業者の経営継続を支援
した。

　・実施期間　令和3年5月20日から5月31日
　・申請件数　13件
　・協力金　4,020,134円
　・事務費　66,430円

　愛媛県の要請に基づいた飲食店の営業時間
短縮等を実施した事業者に対し、協力金を支
給することで、新型コロナウイルス感染症の拡
大防止、飲食事業者の事業継続につながっ
た。

観光戦略課

合計 313,322,493 313,322,493 3,500,000 275,188,000 34,634,493 0


